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コ
ロ
ナ
危
機
後
の
世
界
経
済

は
高
イ
ン
フ
レ
局
面
へ
と
一
変

し
た
。
欧
米
の
主
要
中
央
銀
行

は
軒
並
み
金
融
引
き
締
め
に
転

換
し
、
危
機
下
で
一
段
と
拡
大

し
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
正
常

化
に
か
じ
を
切
り
つ
つ
あ
る
。

　
他
方
、
日
銀
は
超
金
融
緩
和

政
策
を
堅
持
す
る
姿
勢
を
崩
し

て
い
な
い
。
と
は
い
え
今
春
以

降
、
内
外
金
利
差
の
拡
大
を
主

因
に
急
激
な
円
安
が
進
行
す
る

な
ど
、
世
界
的
な
高
イ
ン
フ
レ

の
波
は
日
本
に
も
波
及
し
つ
つ

あ
る
。
中
長
期
的
な
物
価
安
定

の
た
め
に
は
、
日
銀
は
現
在
の

超
金
融
緩
和
政
策
を
い
つ
ま
で

も
続
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
い

ず
れ
か
の
時
点
で
日
銀
が
政
策

の
修
正
に
動
く
際
、
あ
る
い
は

動
か
ざ
る
を
得
な
く
な
る
際
に

表
面
化
す
る
深
刻
な
問
題
が
あ

る
。日
銀
自
身
の
財
務
悪
化
だ
。

　
日
銀
が
買
い
入
れ
て
き
た
国

債
や
上
場
投
資
信
託（
Ｅ
Ｔ
Ｆ
）

な
ど
を
合
わ
せ
た
総
資
産
の
残

高
は
２
０
２
２
年
７
月
末
時
点

で
約
７
２
５
兆
円
。
そ
の
見
合

い
と
し
て
日
銀
は
負
債
サ
イ
ド

で
５
４
１
兆
円
の
当
座
預
金
を

民
間
銀
行
か
ら
受
け
入
れ
て
い

る
。
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
（
長
短
金
利
操
作
）

政
策
の
も
と
、
階
層
方
式
で
の

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
を
採
る
た

め
、
現
在
日
銀
が
民
間
銀
行
に

プ
ラ
ス
０
・
１
％
の
利
息
を
支

払
っ
て
い
る
の
は
こ
の
う
ち
の

半
分
に
も
満
た
ず
、
残
り
は
ゼ

ロ
金
利
、
な
い
し
は
マ
イ
ナ
ス

金
利
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

　
図
は
、
こ
う
し
た
金
融
政
策

運
営
が
日
銀
自
身
の
決
算
に
与

え
る
影
響
を
み
た
も
の
だ
。
黒

田
東
彦
総
裁
の
就
任
以
降
、
国

債
の
買
い
入
れ
残
高
を
大
幅
に

積
み
増
し
て
き
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
国
債
か
ら
の
金
利
収
入

は
頭
打
ち
状
態
で
、
経
常
利
益

を
維
持
す
る
う
え
で
は
Ｅ
Ｔ
Ｆ

へ
の
依
存
度
が
年
々
拡
大
し
て

い
る
。
他
方
、
日
銀
が
民
間
銀

行
に
支
払
う
付
利
コ
ス
ト
は
、

年
度
決
算
で
は
わ
ず
か
２
千

億
円
強
で
済
ん
で
い
る
。

　
し
か
し
今
後
、
日
銀
が
金
融

引
き
締
め
に
転
じ
る
か
、
転
じ

ざ
る
を
得
な
く
な
る
場
合
、
こ

の
５
０
０
兆
円
を
超
え
る
巨
額

の
当
座
預
金
全
体
に
、
政
策
金

利
水
準
相
当
の
付
利
を
行
わ
な

け
れ
ば
、
短
期
金
融
市
場
金
利

を
引
き
上
げ
誘
導
で
き
な
い
。

　
短
期
金
利
を
１
％
に
引
き
上

げ
る
だ
け
で
、
当
座
預
金
へ
の

年
度
当
た
り
の
付
利
コ
ス
ト
は

５
兆
円
程
度
に
達
す
る
。
仮
に

い
ま
そ
う
し
た
政
策
運
営
が
な

さ
れ
れ
ば
、
他
の
条
件
が
不
変

と
仮
定
し
て
も
日
銀
は
赤
字
に

転
落
す
る
。
し
か
も
現
在
、
日

銀
の
自
己
資
本
は
準
備
金
や
引

当
金
ま
で
含
め
て
も

兆
円
強

し
か
な
い
。
数
兆
円
単
位
の
赤

字
が
数
年
継
続
す
れ
ば
、
日
銀

は
債
務
超
過
に
転
落
す
る
。
対

応
を
誤
れ
ば
、
通
貨
の
信
認
が

揺
ら
ぎ
か
ね
な
い
。

　
正
常
化
局
面
で
の
財
務
悪
化

は
日
銀
の
み
な
ら
ず
他
の
中
銀

も
共
通
し
て
抱
え
る
課
題
だ
。

　
英
国
は
最
も
早
期
か
ら
政
府

・
中
銀
が
こ
の
問
題
に
堅
実
な

対
応
を
し
て
き
た
。
リ
ー
マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の

年
３
月

に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
（
Ｂ
Ｏ

Ｅ
）
が
初
め
て
量
的
緩
和
に
踏

み
切
っ
た
段
階
で
、
経
済
回
復

局
面
と
な
れ
ば
金
利
上
昇
に
よ

り
Ｂ
Ｏ
Ｅ
の
財
務
に
悪
影
響
が

出
る
こ
と
を
見
越
し
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
①
量
的
緩
和
は
Ｂ

Ｏ
Ｅ
の
本
体
と
は
別
勘
定
で
実

施
す
る
②
正
常
化
局
面
で
万
が

一
損
失
が
発
生
す
る
場
合
に
は

政
府
が
全
額
補
塡
す
る
③
た
だ

し
そ
の
損
失
補
償
に
上
限
を
設

定
す
べ
く
、
当
初
か
ら
国
債
な

ど
の
買
い
入
れ
上
限
額
を
政
府

側
が
設
定
す
る
―
―
と
い
う
枠

組
み
が
構
築
さ
れ
た
。さ
ら
に
、

④
当
面
は
国
債
の
利
息
収
入
に

よ
る
利
益
を
Ｂ
Ｏ
Ｅ
側
は
国
庫

に
納
付
す
る
が
、
財
務
省
は
国

債
の
元
本
償
還
に
充
当
し
、
他

の
歳
出
に
は
充
当
し
な
い
と
い

う
徹
底
ぶ
り
だ
っ
た
。

　
だ
か
ら
こ
そ
Ｂ
Ｏ
Ｅ
は
現
下

の
局
面
で
も
自
ら
の
財
務
悪
化

を
心
配
す
る
こ
と
な
く
、
主
要

中
銀
の
先
頭
を
切
っ
て
利
上
げ

や
資
産
縮
小
を
進
め
ら
れ
た
。

　
欧
州
中
央
銀
行
（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）

も
正
常
化
を
急
い
で
い
る
。
ユ

ー
ロ
シ
ス
テ
ム
の
場
合
、
財
務

面
の
影
響
は
各
国
中
銀
ご
と
に

表
れ
る
が
、
最
も
シ
ビ
ア
な
影

響
を
受
け
る
と
み
ら
れ
る
の
が

ド
イ
ツ
連
邦
銀
行
だ
。
加
盟
各

国
の
国
債
の
中
で
最
も
金
利
の

低
い
ド
イ
ツ
国
債
を
、
最
も
多

額
に
買
い
入
れ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
た
め
だ
。
そ
の
独
連
銀
で

は

年
度
決
算
か
ら
、
国
庫
納

付
金
を
ゼ
ロ
に
す
る
運
営
を
し

て
い
る
。
こ
れ
は
１
９
７
９
年

以
降
で
初
め
て
の
事
態
だ
。

　
ワ
イ
ト
マ
ン
前
総
裁
は
記
者

会
見
で
、
利
上
げ
局
面
へ
の
転

換
を
見
越
し
、
引
き
当
て
の
積

み
増
し
が
必
要
と
の
判
断
に
至

っ
た
と
説
明
し
て
お
り
、
こ
の

方
針
は

年
度
決
算
で
も
踏
襲

さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
単

年
度
ベ
ー
ス
で
み
れ
ば
、
金
融

政
策
正
常
化
に
伴
う
実
質
的
な

国
民
負
担
は
す
で
に
始
ま
っ
て

お
り
、
財
務
省
や
国
民
の
側
も

そ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　
米
国
で
は
中
央
銀
行
で
あ
る

連
邦
準
備
制
度
が
赤
字
に
転
落

し
た
場
合
に
は
、
会
計
処
理
上

繰
り
延
べ
資
産
を
計
上
し
、
収

益
が
将
来
回
復
し
た
際
の
黒
字

分
で
穴
埋
め
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
赤
字
に
転
落
し
て
繰

り
延
べ
資
産
を
計
上
し
、
そ
れ

が
完
全
に
解
消
さ
れ
る
ま
で
の

間
は
国
庫
納
付
金
ゼ
ロ
が
続
く

と
い
う
形
で
、
米
国
民
の
実
質

的
な
負
担
が
発
生
す
る
。

　
今
回
の
局
面
で
は
、
政
策
金

利
の
フ
ェ
デ
ラ
ル
フ
ァ
ン
ド

（
Ｆ
Ｆ
）
金
利
が
３
％
を
超
え

て
く
れ
ば
逆
ざ
や
に
転
落
す
る

可
能
性
が
高
い
。
だ
か
ら
こ
そ

前
回
比
倍
速
で
の
資
産
縮
小
を

急
い
で
い
る
。

年
６
月
の
米

連
邦
公
開
市
場
委
員
会
（
Ｆ
Ｏ

Ｍ
Ｃ
）
で
は
事
務
方
か
ら
、
連

邦
準
備
制
度
は
今
後
、
実
質
的

な
赤
字
状
態
に
陥
る
と
の
見
通

し
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
欧
米
主
要
中
銀
に
共
通
す
る

の
は
、
経
済
・
物
価
情
勢
に
応

じ
た
機
動
的
な
金
融
政
策
運
営

を
最
優
先
さ
せ
る
と
同
時
に
、

今
後
の
赤
字
幅
を
減
ら
す
べ
く

資
産
縮
小
な
ど
を
最
大
限
進
め

る
ほ
か
、
赤
字
転
落
に
備
え
て

自
己
資
本
を
厚
く
す
る
方
策
を

講
じ
る
と
い
う
財
務
健
全
性
の

維
持
を
重
視
す
る
姿
勢
だ
。

　
正
常
化
局
面
で
中
銀
に
か
か

る
財
務
コ
ス
ト
の
大
き
さ
は
、

①
中
銀
の
資
産
規
模
②
物
価
情

勢
③
中
銀
の
買
い
入
れ
資
産
の

加
重
平
均
利
回
り
④
買
い
入
れ

資
産
の
加
重
平
均
残
存
年
数
―

―
で
決
定
さ
れ
る
。
日
銀
の
場

合
、
①
の
資
産
規
模
が
突
出
し

て
い
る
う
え
、
③
の
加
重
平
均

利
回
り
が
直
近
の
決
算
で
０
・

２
％
未
満
と
格
段
に
低
く
、
正

常
化
局
面
で
の
困
難
度
、
す
な

わ
ち
潜
在
的
な
国
民
負
担
は
他

の
中
銀
と
の
比
較
で
も
と
り
わ

け
大
き
い
と
み
ら
れ
る
。

　
日
本
で
は
出
口
論
議
は
封
印

さ
れ
た
ま
ま
だ
。
だ
が
世
界
経

済
情
勢
が
激
変
す
る
中
で
、
日

本
全
体
の
経
済
運
営
を
中
長
期

的
に
安
定
的
に
継
続
す
る
う
え

で
、
日
銀
の
財
務
悪
化
の
問
題

は
避
け
て
通
れ
な
い
は
ず
だ
。

　
そ
の
た
め
に
は
第
１
に
日
銀

自
身
が
自
ら
の
財
務
運
営
の
試

算
結
果
と
見
通
し
を
国
民
に
示

す
こ
と
が
必
要
だ
。
米
国
で
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
銀
が
、
市
場

参
加
者
の
金
利
見
通
し
を
基
に

連
邦
準
備
制
度
の
財
務
運
営
の

試
算
結
果
を
公
表
し
て
い
る
。

　
第
２
に
出
口
局
面
で
の
コ
ス

ト
を
最
小
化
す
べ
く
、
正
常
化

の
中
長
期
的
な
計
画
を
立
て
て

粛
々
と
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

財
政
事
情
が
極
端
に
悪
い
日
本

で
は
、
政
府
と
の
二
人
三
脚
で

進
め
る
こ
と
が
必
要
だ
。
現
行

の
「
指
し
値
オ
ペ
」
は
こ
の
考

え
方
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。

　
第
３
に
国
と
し
て
も
日
銀
の

財
務
悪
化
時
の
対
応
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
現
行
の
日
銀

法
は
量
的
緩
和
に
踏
み
切
る
前

の
伝
統
的
な
金
融
政
策
運
営
の

枠
組
み
が
前
提
で
、
政
府
か
ら

の
損
失
補
塡
は
想
定
さ
れ
て
い

な
い
。
改
正
は
容
易
で
は
な
い

と
し
て
も
、
当
面
の
国
庫
納
付

金
を
ゼ
ロ
に
し
て
準
備
金
や
引

当
金
の
積
み
立
て
に
充
当
し
、

逆
ざ
や
局
面
へ
の
備
え
を
厚
く

す
る
こ
と
は
可
能
な
は
ず
だ
。

　
中
銀
の
財
務
運
営
は
国
の
財

政
運
営
と
も
相
ま
っ
て
、
通
貨

の
信
認
に
直
結
す
る
重
要
な
問

題
だ
。
日
銀
、
財
政
当
局
の
み

な
ら
ず
岸
田
政
権
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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引
き
締
め
時
に
赤
字
や
債
務
超
過
の
可
能
性
も

欧
米
主
要
中
銀
は
財
務
健
全
性
の
維
持
を
重
視

日
銀
は
自
ら
の
財
務
運
営
の
試
算
見
通
し
示
せ


